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縫製作業の様子 内職さんの活躍が多くの笑顔を生み出します

38
地域の「やってみたい」を応援する情報誌

災害から命を守る地域の力
大切な命を守るために、災害に備える取り組みを取材しまし

た。地域住民で構成される消防団と、自主防災組織の活動を

紹介します。地域で災害に備えるための相談先も掲載してい

ます。ぜひご活用ください。
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地域食堂・子ども食堂交流会
主催：みんなで地域づくりセンター

　12月7日に地域食堂・子ども食堂交

流会を開催し、食堂を始めたい方、既に

運営している方や関係機関など、当初の

予定を上回る23名が参加しました。

　まずは活動事例紹介として、旭ヶ丘に

ある「みらい食堂」を運営する長谷川晃

一さんの話を聞いた後、参加者同士で資

金調達や運営についての意見が交わされ

ました。

　この日、四街道市内にある地域食堂・

子ども食堂7団体が参加しました。「必

要な時に心のこもった食事が取れるこ

と」この取り組みが地域づくりにもたら

す効果は計り知れません。遊び疲れた子

どもたち、小さなお子さんのいる親子連

れ、散歩ついでに立ち寄る高齢者など、

どんな人でも気軽に利用できる食堂のあ

り方について語られた交流会でした。

　調理や配膳のボランティア、野菜・米

の寄付など、食堂への関わり方はさまざ

ま。関心のある方は、みんなで地域づく

りセンターへお問い合わせください。
ピックアップ②

コラボ四街道 ―思いをカタチに―

誰でも社会の中で生き生きと

ひみつのおしゃれ工房

　代表の佐々木和枝さんは「大好きな縫

製を極めて人の役に立つ何かをしたい」

という思いから2018年に「ひみつのお

しゃれ工房」を設立しました。工房では、

子育てや介護、障がいなどさまざまな理

由により外で働くことが難しい方々に内

職の仕事をお願いしています。そして、

一人でも多くの人が社会とのつながり、

やりがいや誇りをもって生き生きとした

生活を送るための仕組みづくりをしてい

ます。

　しかし、既製服の縫製作業は専門技術

が必要になるため、内職としての実施に

は多くの困難がありました。そこで、古

着リメイクのアイデアが生まれ、これに

より今ある製品を大切にしながら、スタ

ッフ各自の状況に合わせて作業を進める

ことが可能になりました。

　2021年と2022年には「コラボ四街

道」に「リメイクファブリックスタート

アップ事業」として申請し、補助金を活

用して以下の取り組みを実施しました。

 ・貸出用のプロ仕様の道具を整備

 ・リメイク用古着の収納ケースを設置

 ・事業者向け展示会への出展

 ・ニーズを把握するためのマルシェ出展

 ・パンフレット作成やホームページリニ

　ューアル

　スタッフ一人一人の状況に合わせ、製

品の縫製に至るまでのステップを踏むこ

とで、少しずつスキルアップしていきま

す。現在、工房オリジナル製品の販売に

向けて動いていますが、新たな人材の受

け入れが難しい状況です。そこで作業指

導や教育ができる人材の育成や、集まっ

て作業できる場所の確保など、試行錯誤

を繰り返しながら活動を進めています。

「み んなで」29号
佐々木和枝さんの活動に対する思

いは「みんなで」29号にも掲載

しています。ぜひご覧ください。



う
に
地
域
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本
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で
は
、
団
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活
や
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し
な
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よ
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。

　
「
訓
練
を
通
し
て
災
害
対
応
力
が
身
に

付
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と
と
も
に
、
崩
れ
や
す
そ
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箇
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目
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し
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﨑
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半
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よ
り
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災
害
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突
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倒
壊
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。
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ま
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防
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新
春
に
行
う
四
街
道
市
の
消
防
出
初
式
。

決
意
を
新
た
に
整
列
す
る
消
防
隊
と
消
防

団
の
姿
が
あ
り
ま
す
。
消
防
署
に
所
属
す

る
消
防
隊
と
連
携
し
、
自
分
た
ち
の
地
域

を
守
る
た
め
に
活
動
す
る
消
防
団
は
、
地

域
住
民
で
構
成
さ
れ
、
普
段
さ
ま
ざ
ま
な

職
業
に
就
い
て
い
ま
す
。
団
員
2
2
8
名

の
う
ち
7
割
が
市
外
で
働
き
、
3
割
は
自

営
業
者
、
主
婦
、
学
生
な
ど
で
す
。
市
内

に
は
消
防
団
本
部
と
16
の
分
団
が
あ
り
、

本
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所
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の
女
性
団
員
が
主
体
と
な
っ
て

管
理
す
る
詰
所
も
あ
り
ま
す
。
ま
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千
葉

県
消
防
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法
大
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は
、
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分
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が
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年
連
続
で
上
位
入
賞
を
果
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し
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ま
す
。

　

平
時
に
は
、
訓
練
の
ほ
か
、
毎
月
1
日

と
15
日
に
行
う
火
災
予
防
呼
び
か
け
の
警

戒
活
動
、
消
防
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
学
校

な
ど
で
の
消
防
体
験
、
自
治
会
で
の
防
災

訓
練
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
い
、
火

災
や
災
害
の
発
生
時
に
は
、
消
防
隊
と
連

携
し
て
活
動
し
ま
す
。

災
害
を
想
定
し
た
訓
練
が
命
を
守
る

　

消
防
団
は
、
台
風
の
接
近
な
ど
で
風
水

害
が
予
想
さ
れ
る
際
、
地
域
密
着
性
と
即

時
対
応
力
と
い
う
利
点
を
生
か
し
て
危
険

箇
所
の
巡
回
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
地

震
発
生
時
に
は
、
避
難
支
援
や
救
助
活
動

に
迅
速
に
取
り
組
み
ま
す
。
四
街
道
市
は

比
較
的
災
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の
少
な
い
地
域
で
す
が
、
災

害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
消

防
団
長
の
河
田
政
実
さ
ん
は
、
市
民
に
伝

え
た
い
こ
と
と
し
て
「
災
害
は
な
く
て
も

関
心
は
あ
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
す
。

ま
た
、
副
団
長
の
濱
田
昌
孝
さ
ん
と
山
﨑

英
企
さ
ん
は
「
災
害
が
起
き
た
と
思
っ
て

防
災
訓
練
を
し
て
ほ
し
い
」
と
強
調
し
ま

す
。
家
具
の
下
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に
な
っ
た
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避
難

所
に
移
動
す
る
道
に
が
れ
き
が
散
乱
し
て

い
た
り
し
た
ら
ど
う
す
る
か
な
ど
、
避
難

す
る
ま
で
の
訓
練
も
大
切
で
す
。
さ
ら
に
、

避
難
行
動
要
支
援
者
に
関
す
る
情
報
提

供
が
迅
速
な
救
助
に
つ
な
が
る
た
め
、

自
治
会
な
ど
地
域
と
の
連
携
が
よ
り
一

層
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

地
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に
必
要
な
存
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と
し
て

　

こ
の
よ
う
に
地
域
を
支
え
る
消
防
団

員
は
非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
消
防
団

で
き
る
時
に
で
き
る
人
が

協
力
し
合
う

　

2
0
2
1
年
、
四
街
道
高
校
を
市
指
定

の
避
難
所
と
す
る
7
地
区
の
自
治
会
（
管

理
委
員
会
を
含
む
）
で
、「
四
街
道
高
校

避
難
所
運
営
委
員
会
」
が
立
ち
上
が
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
避
難
所
の
環
境
や
収
容

人
数
な
ど
の
課
題
に
直
面
し
、
自
主
防
災

の
重
要
性
に
気
づ
い
た
こ
と
か
ら
、
さ
ち

が
丘
1
丁
目
自
治
会
で
は
自
主
防
災
組
織

の
中
に
「
防
災
支
援
の
会
」
を
昨
年
立
ち

上
げ
ま
し
た
。「
年
間
計
画
を
立
て
、
楽

し
く
！
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し
て
い
ま

す
」
と
会
の
メ
ン
バ
ー
で
防
災
士
で
も
あ

る
三
浦
誠
さ
ん
と
永
吉
洋
子
さ
ん
。
若
い

人
を
呼
び
込
み
、
で
き
る
時
に
で
き
る
人

が
核
と
な
り
継
続
的
に
運
営
す
る
組
織
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
家
具
の
固
定
方
法
や
、
消

防
団
の
消
火
訓
練
、
キ
ッ
ズ
防
災
、
日
本

ペ
ッ
ト
飼
育
協
会
に
よ
る
ペ
ッ
ト
防
災
講

座
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も

会
と
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
仮

装
し
た
子
ど
も
た
ち
が
、
地
域
内
の
「
こ

ど
も
1
1
0
番
の
家
」
を
巡
る
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
を
し
た
り
、
耐
熱
ポ
リ
袋
を
使
用

し
て
ご
飯
を
炊
い
た
り
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
会
は
昨
年
5
月
に
新
た
な
メ
ン

バ
ー
で
再
開
し
た
ば
か
り
。
会
長
の
ジ
ェ

ロ
ー
ほ
ず
み
さ
ん
は
、
保
護
者
が
参
加
し

や
す
く
楽
し
い
会
を
目
指
し
て
お
り
、
第

1
回
目
に
は
23
家
族
41
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
若
い
世
代
が
地
域
と
の
つ
な
が
り
を

深
め
る
中
で
、
ほ
か
の
住
民
と
協
力
し
な

が
ら
、
災
害
時
に
互
い
に
サ
ポ
ー
ト
で
き

る
よ
う
に
班
会
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
で
活
躍
で
き
る
男
性
の
力
を
集

結
し
た
青
年
部
の
立
ち
上
げ
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
近
隣
地
域
と
の
合
同

企
画
な
ど
、
災
害
時
に
も
連
携
で
き
る
よ

自
分
た
ち
の
ま
ち
を

守
る
た
め
に

自治会やマンションで取り組んでみよう！

と思ったら「相談先一覧」

地域のつながりを深める「こども110番の家」スタンプラリー

自主防災組織を動かそう！
地域×若い力で
災害に備えたまちづくり
～さちが丘１丁目の取り組み～

キッズ防災で行ったピザ作り
（左）ペットボトルで生地を作り
（右）段ボールオーブンで焼きました 取材協力：四街道市消防本部総務課

消防署旭分署にてホース展張訓練の様子

四街道市危機管理室

防災訓練、自主防災組織、避難所運営委員会
立ち上げなどに関する相談　☎ 043-421-6102

四街道市消防本部総務課
消防団員に関すること　☎ 043-422-2475

四街道市防災士連絡会

避難所運営委員会や自主防災組織を
活性化させるためのアドバイス
yotsukaido.bousai@gmail.com

日本ペット飼育協会

飼い主を対象にした防災意識やマナー向上の
ための講習会　☎ 043-432-3538

※みんなで地域づくりセンターでは、災害時
に市民や団体、企業などが連携できるように
災害支援ネットワークの活動を進めています。
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